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調布市武者小路実篤記念館運営事業団 



 

 
 調布市武者小路実篤記念館は昭和60年10月に開館してから21年
目となり、この間、平成４年１月に当事業団が設立されてからは、
調布市武者小路実篤記念館の事業活動全般を担い、武者小路実篤の
業績を顕彰するとともに、現代において彼の作品や活動の魅力を改
めて見直し広く普及する事業を展開し、各方面から高い評価をいた
だいてまいりました。  
 平成18年度は、引き続き調布市教育委員会からの受託事業を中心
として、開館から今日まで蓄積してきた展示・普及、収集・保存、
調査・研究活動をとおして得られた成果と信頼をもとに事業を進め
ました。そして、作品・資料や情報の適切な管理と有効な活用をは
かるとともに、資料館の機能を十分活用し、来館者の要望に沿って、
記念館が特色ある教育施設や地域の芸術・文化の拠点としての役割
を担うべく多彩な事業を展開しました。 
 また、平成17年9月4日の集中豪雨による浸水被害後、事業活動、
収蔵資料や展示環境への細かな点検などを通して、実篤記念館事業
全般への信頼回復に努めてまいりました。 
 当事業団の運営にあたっては、新たな役員体制となり、事務事業
の強化を計り、設置理念、事業内容の充実を達成するために、規定
等の整備を行うとともに、必要な組織、効率的かつ円滑な運営面の
あり方を、各方面の協力を得ながら検討してまいりました。また、
18年度より公益法人会計に準拠した会計方式を取り入れ、財務情報
の透明化を図り、事業内容や効率性をわかりやすく公表するように
努めました。 
 事業の中心である展示活動においては、春の特別展 没後30年「心
豊かに～実篤の画讃に生き方を学ぶ～」を、17年度中止となった「白
樺とロダン」を平成19年2-3月に開館20周年企画として開催し、各方
面より好評をいただきました。また、企画展では、幅広い武者小路



実篤の活動を紹介してゆくために多角的なテーマを設け、あわせて
実篤記念館の充実した収蔵品を紹介する展示を開催しました。 
 普及事業は恒例となった「実篤に挑戦」（絵画制作会）をはじめ、
多くの応募が寄せられている「本を作る」講座、読書会、朗読会、
美術講座、自然観察会など引き続き内容の充実を図り、子供から高
齢者まで各年代層に対応した良質で、多彩な事業を実施しました。 
 事業をサポートする協力ボランティア活動は、普及事業への協力
や広報資料の送付、他館より送付された図録資料の整理のほかに、
18年度からは実篤公園の草花調査、草木の育成、手入れ作業に取り
組みました。また、活動を充実させるために、関連美術館の見学、
身障者へのサポートなどを学ぶ研修を開催しました。協力ボランテ
ィアは記念館の事業展開に大きな役割を果たすまでになり、市民、
地域との連携を担う事業として、今後も推進してまいります。 
 学校教育との連携では、教育現場での記念館の活用を促進するた
め、学校図書館への館刊行物の配付、利用や事業案内などの情報提
供を行い、実篤や記念館に親しむ機会として夏休みを中心に小・中
学生を対象とした講座や自由研究サポートを開催しました。また、
子供用の解説シートを作成し、より多くの小・中学生が利用できる
ように普及に努め、これらを通して「調べ学習」「体験学習」「創
作、鑑賞」の場となるべく事業を展開しました。18年度には、新た
に市内各校の職場体験や訪問、美術鑑賞教室を受入れ、武者小路実
篤への理解や博物館施設の活用を通して、身近で、親しみのある教
育、文化・芸術の場となるべく取り組みました。 
 地域連携事業として、桐朋学園大学音楽部などの協力を得て、コ
ンサートを開催し、回を重ねるごとに来館者が増えるほど好評なも
のとなりました。 
 記念館の事業活動をより多くの方々に知っていただくために、ホ
ームページを活用し、「館報」の内容をより充実させるとともに、
各方面への積極的な広報活動を行い、各種取材への対応もいたしま
した。 



 閲覧室では、開架図書を中心とする閲覧業務、レファレンス業務
のほか、情報提供システムの活用を引き続き進め、利用者の窓口と
してサービスの充実に努めました。 
 作品・資料の収集・管理・保存・修復・調査研究等にかかる事業
においては、収集では資料情報を集め調布市に提案し、これら収集
した作品・資料を整理し、適切な保存とデータ化作業を行いました。
特に収蔵品データベースに集約される情報の充実を計り、データ入
力と整備に取り組みました。さらに、収蔵作品・資料の適切な保存・
管理を図るために、収蔵環境調査に協力し、保存作業、作品の修復
作業、資料の複製制作を実施しました。また、昨年度の浸水による
作品・資料への影響を防ぐために、引き続き地下にある二箇所の収
蔵庫内の資料やフィルムの状態を把握するために定期的な点検を実
施し、必要に応じた保存作業を実施しました。 
 調査研究活動では、特別展関連及び所蔵資料の調査を実施し、他
の文学館、美術館や関係機関との協力を得ながら、収蔵品データベ
ースをはじめとした情報提供システムの充実に努めるとともに、武
者小路実篤に関する情報センターとしての役割を担うべく活動を進
めました。 
 「友の会」においては、これまでの会員への情報提供の内容を充
実させ、好評となったミュージアムショップの運営のほかに、会員
の交流会などを開催し、活動内容のさらなる展開を進め、記念館事
業を側面から支援しました。 
  



調布市武者小路実篤記念館運営事業団 
【平成18年度 事業報告】 

  詳細、 「使用状況」のとおり 

  詳細、 「展示活動」のとおり 

  

 （１）講座・講演会等     詳細、 のとおり      ※ 

  ・年代を問わず、様々な角度から武者小路実篤、実篤記念館や公園を知る 
  きっかけづくりを中心とした講座、講演会を開催。  年間21件37回開催 
 （２）印刷物の編集       詳細、 のとおり    ※   
  ・特別展や武者小路実篤への理解を深めるために解説資料の刊行作業と、 
  記念館事業の周知をするための資料を作成。       
  （３）学校教育との連携                        ※  
  ・学校図書館への実篤関連資料の配付及び情報提供を行い、利用普及に努 
  めた。 
  ・夏休み講座、自由研究サポートの充実、親子参加事業の開催。 
  ・職場体験、職場訪問、美術鑑賞教室に協力。 のとおり 
 （４）協力ボランティア活動  詳細、 のとおり        ※ 
  ・普及事業への協力、広報資料の発送作業、他館より送付の図録、年報な 
  どの資料整理の活動を行う。 （登録者33名） 
  ・18年度より実篤公園の草花調査、草木の育成、手入れ作業を行う。 
  ・ボランティア活動を充実させるための、研修会や会議を開催。 
  ・事業団は活動の日程等の調整を中心に対応。 
 （５）地域連携事業      詳細、 のとおり 
  ・地域連携事業として桐朋大学音楽学部等の協力によるコンサートを開催 
 （６）広報活動     展示、普及事業の周知及び取材に対応 
  ・特別展等ポスター、チラシの作成、配付                 2回 
  ・テーマ展、普及事業のミニポスター、チラシの作成、配付       29回  
  ・ホームページの更新（年12回） 年間アクセス数       約1,237,147件 



    ・調布市報                                                    月2回 
   ・報道機関等への情報提供                                  31件 
  ・取材対応（新聞・雑誌・TVなど）                         99件 
 （７）展示解説及び講師 
  ・展示解説(事業団主催)                       10回 
   ・団体見学者に対しての展示解説                        23回 
   ・他の博物館、学校、文化団体等から講座などの依頼に対し学芸員が対応。 
                                             2件 2回 
  （８）他機関への事業協力 
  ・他機関の展覧会開催のために情報提供、作品・資料の貸出作業を実施 
     調布市東部公民館  「中川一政」展 （7月） 
    さいたま文学館「武者小路実篤と新しき村～理想の旗のもとに～」展 

（9/30～12/3） 
       世田谷美術館、愛知県美術館、島根県立美術館（巡回） 
      「ルソーの見た夢、ルソーに見る夢」展（9/22～平成19年5/25） 
        世田谷美術館「田園交響楽」（平成19年1/4～4/8） 

           詳細、 のとおり              

  閲覧室の開架図書を中心とする閲覧及びレファレンス、資料照会 
      一般閲覧 開室日数        344日 
           利用者数          4,230名 
         資料照会（レファレンス）    1,099件 

（カウンター、電話、メールを含む） 

   ※ 

 収蔵品の文字・画像・映像情報等を収録する情報提供システム（収蔵品デー
ターベース、情報提供システム、映像視聴システム、ホームページ）は、平成
17年12月より稼働し、18年度は各種情報及びコンテンツの充実と活用促進を実
施。 
 また、データの追加・更新についても、下半期からは直接入力を開始して、
情報提供が速やかに行えるようになった。 
  ・収蔵品データベース アクセス数（年間）       約329,268件 



    詳細、 のとおり 

 （１）収 集        579点（寄贈420点/購入159点）    
 （２）修 復         4点 
 （３）複 製        2件14点  
 （４）映   像             3件  
 （５）貸 出             28件          
     （内訳）作品・資料： 3件  63点 /  写真：25件  124点 
 （６）写 真  撮影   3件/ 写真パネル作成53点                 
     （内訳）特別展関連資料撮影：2件 /  所蔵資料ほか ：1件 82点 
       浸水被害を受けた写真パネルほか、53点を新たに作成。 
 （７） 資料整理・保存（収集整理以外） 
  ・資料状態の把握 
    浸水の影響から収蔵品、特に地下収蔵庫内の図書、雑誌、印刷物、フ 
   ィルム等の状態を把握するため定期的に点検を行う。 
  ・図書保存箱の作成                       105点 
  ・資料画像のデジタル化             300点 
  ・写真フィルムの整理            737点  
  ・他館発行の図録、年報整理          330点 
 （８）データ作成・整備 
  ・図書データの整備                     3,247件 
  ・文字データと画像データのリンク作業     300件 
  ・美術品、原稿、書簡、写真資料データ作成・整備作業  3,193件 
  ・画像データ整備作業                  13,402件 
 （９） 環境調査   
  ・展示及び収蔵環境の調査に協力  年2回実施（8月、2月） 

 （１）特別展関係 
      開催にともない、資料所蔵先や関係者へ、資料及び聞き取り調査を実 
      施した。また、その成果は、展覧会及びパンフレットへの発表をはじめ、 
      情報の記録作業を行った。 



    「白樺とロダン展」では、白樺同人がロダンへ直接送った手紙、浮世 
      絵、写真資料をフランス国立ロダン美術館へ照会し、計13点の写真を入 
      手した。 
 （２）資料調査 
    実篤及び白樺同人関係資料の調査として個人所蔵の志賀直哉宛て書簡 
      及び河野家所蔵の作品、資料の整理及び調査を実施。 
 （３）武者小路実篤研究 
    武者小路実篤の著作データ及び主宰雑誌の目次データの整備を進めた。 

 （１）規約、規程等の制定及び改正 
  ・臨時職員の雇用に関する内規の一部改正       （平成18年6月17日） 
  ・退職金支給基準の制定                （平成18年10月1日） 
  ・職員等旧姓等使用取扱要領                   （平成18年10月20日） 
   ・役員の報酬及び費用弁償に関する規則の一部改正 
                             （平成18年10月30日）   
  ・給与規程の一部改正                         （平成18年12月25日） 
  ・武者小路実篤記念館運営事業団規約の一部改正  （平成19年3月20日） 
 （２）会計事務 
  ・公益法人会計に準拠した会計システムを導入。 
  ・消費税の税務申告作業を実施。 
  ・会計処理   751件 
 （３）理事会、監事会 
  ・理事、監事     「役員名簿」のとおり      
  ・理事会         第１回理事会 平成18年5月17日 開催 
              第２回理事会 平成19年3月28日 開催 
  ・監事会       第1回監事会  平成18年5月11日 開催 
   

  （１）旧実篤邸   耐震補強工事終了まで公開は中止。 
            現状の映像と写真による記録を行った。 



  （２）視察         鶴岡市、薩摩川内市まごころ文学館、学習院大学ほか 
                                                               計14件 
  （３）学芸員実習  8月1日～8日（7日間）      2名 
  （４）友の会活動  
  ・友の会ニュースの発行 年5回 
     ～実篤記念館事業及び武者小路実篤に関する情報資料等の提供 
  ・実篤関連図書、実篤カレンダー（2007年版） 等の有料頒布 
  ・ミュージアムグッズの制作と頒布 
  ・観梅会の開催 平成19年2月18日（日） 実篤記念館・東部公民館  
    中庭にある新しき村より贈られた梅の花を眺めながら、邦楽と洋楽の 
      共演コンサートを楽しんだ後、東部公民館でミニ講座と会員の交流会を 
      開催。 
       演奏：桐朋学園大学音楽部、邦楽アンサンブル花筏 
       講座：「実篤の子供観」 
         寺澤浩樹氏（文教大学教授） 今防人氏（日本大学教授） 
       参加者：コンサート参加者94名/交流会 35名 
   ・鯉の募金活動を実施  錦鯉5尾 虹鱒16尾を実篤公園の池に放流  
   ・当年度会員数～73人 
   ・事業団は事務局を担当 
 （５）施設         
   １. 実篤記念館 
     ＊受付、窓口業務 
     ＊休憩施設の運営 ビデオ、休憩コーナー（給茶設備）の管理運営 
     ＊実篤記念館日常管理への協力 
   ２. 実篤公園施設の活用 
     ＊実篤公園の日常管理への協力 
    ３. 旧実篤邸の保存と活用 
     ＊旧実篤邸保存 
       邸内の資料の適切な保存を図った。 
      ＊旧邸耐震工事設計への協力 
 

＜凡例＞   事業項目にある「※」印は、普及促進事業。 







展　示　名　称

 油彩画展

 春の特別展
  没後30年 「心豊かに～実篤の画
讃に生き方を学ぶ」

 筆跡いろいろ
～実篤をめぐる人々

　夏休み企画
　　「人間萬歳」

　実篤愛蔵の逸品

 秋季展「本の美」
～岸田劉生装幀版画・挿絵から

　所蔵図書名品展
～ベストセラーから稀覯本まで～

別紙2

平成１８年度　調布市武者小路実篤記念館運営事業団事業報告

　麗子像などの油彩画で知られる岸田劉生は，装飾美に
興味を持ち，本の装幀や表紙絵を多く手がけている。中で
も実篤や新しき村に係る本の装幀や挿絵，『白樺』を始め
とした雑誌の表紙絵を多く描き，約70点余にも及ぶ。ま
た，劉生が実篤へ宛てた手紙には，装幀や挿絵に関する
彼の考えや希望などを書いたものがあり，実篤との友情が
多くの劉生装幀本を生み出している。今回は，岸田劉生
『劉生図案版画集』を中心に，様々な実篤の著書の装幀
や挿絵原画，また装幀にまつわるエピソードを紹介しなが
ら，本の美の魅力を探った。

大 人     1,098
子ども　　  　75
計　 　    1,173

大 人    510
子ども　   37
計　    　547

平成１８年１０月２８日
　　　　　～１２月３日
（３２日間）

平成１８年９月９日
　　　　　～１０月２２日

（３８日間）

会期中利用者数(人）

平成１８年４月２９日
 　　　　～６月 ４日
（３２日間）

　当館では，現在，武者小路実篤や白樺同人たちの著
書，新しき村関連，実篤の生きた時代や活動を紹介する
ための日本近代の文学，美術，歴史に関する図書など，
約26,000冊余りの図書・雑誌を所蔵している。本展覧会で
は，実篤の処女出版『荒野』をはじめとした志賀直哉宛の
献呈著作本の数々や，ベストセラーから文学史上の稀覯
本まで，当館が所蔵する図書の名品を紹介した。

平成１８年１２月９日
　　　　　～１月２８日
（３７日間）

大 人　  435
子ども     38
計　    　473
(４月分のみ)

   「友情」，「愛と死」，「人生論」などの文学作品や様々な
美術論を始めとした執筆活動，独特の作風で親しまれて
いる書画の制作や美術コレクション，新しき村の運動な
ど，多彩な活動をした武者小路実篤の９０年の生涯を，夏
休みの小・中学生にもわかりやすい解説で紹介した。

平成１８年７月２５日
　　　　　～９月３日
（３６日間）

大 人   　　891
子ども　　 　339
計　　     1,230

   実篤は古今東西の美術に親しみ，その作品から作家の
心に触れることに喜びを感じ，また，自らも多くの美術品を
収集していた。当館で所蔵する，古美術を中心とした２００
点余りの実篤の愛蔵品の中から優品を紹介すると共に，
彼の著作から愛蔵品への思いを紹介する展示とした。

大 人     1,496
子ども     　196
計    　　 1,692

大 人   　　549
子ども　　  　30
計　         579

大 人   　1,133
子ども　    　65
計 　      1,198

 1�展示活動

展　示　概　要 会　　　　　　期

平成１８年６月１７日
　　　　　～７月１７日
（２７日間）

　実篤は書には人物が表れるといい，自らも「字を書く時
は一心になることを僕は何となく心がけることにしている」と
書いている。また，原稿や手紙といった自筆資料からも書
いた人物の個性を感じ取ることができる。所蔵資料の中か
ら，実篤はもとより，志賀直哉，岸田劉生ら白樺同人，尊
敬を寄せた夏目漱石，作風は異なるが同時代の作家であ
る谷崎潤一郎，画家・熊谷守一など，交流のあった人々の
筆跡を紹介し，にじみ出る作風や人柄，思い，実篤との交
流を紹介した。

　淡彩画がよく知られる実篤だが，書き直しのきかない淡
彩画に対して，絵の具を塗り重ねる油絵はじっくり取り組
めるといい，優れた作品を残した。昭和２年の最初の作品
「南瓜」から昭和49年の最後の作品「蔬菜図」まで，当館が
所蔵する油彩画の中から，各年代の代表作を展示した。

平成１８年３月１１日
 　　　　～４月１６日
（３２日間）

   実篤の書画は身近な野菜や花などを描いた独特の画
風とともに，そこに書かれた画讃で知られる。「仲良き事は
美しき哉」，「この道より我を生かす道なし　この道を歩く」
などに代表される画讃は，広く人々に浸透し，人生の指針
や座右の銘として挙げる人も多い。また，初めて実篤の書
画に接した小中学生や若者からも，「自分にぴったり」，
「元気をもらった」，「心が落ち着く」といった画讃への共感
や感銘の声が聞かれる。社会が複雑化し，価値観が多様
化するとともに曖昧になった現代に，改めて実篤の画讃を
クローズアップし，生き方を考えるヒントとして見直してもら
うために展示した。

2



　開館２０周年記念企画特別展
　　「白樺とロダン」

 春季展「自然は不思議」　

　

 2�普及活動

事　業　名 講　　　師 開催日 場　　所 参加者数

 春の特別展
　没後３０年「心豊かに～実篤の
画讃に生き方を学ぶ」展示解説

事業団職員 ５/２１・２７ 実篤記念館 35

 講座
　「実篤に挑戦！～筆 と墨で絵
　をかこう」（春）

事業団職員 ５/１３・１４ 実篤記念館 44

 講座
　「作ってみよう！～梅ジャム」

事業団職員 ６/１７・１８
実篤記念館
第四中学校

77

 講座
　「作ってみよう！私だけの本」

田尾明敏
岡野暢夫

７/２９・３０
８/３

実篤記念館
東部公民館

延べ４５

 講座
　「実篤に挑戦！～筆と墨で絵
　をかこう」（夏）

事業団職員 ８/１８・１９ 実篤記念館 69

 講座
　「実篤に挑戦！特別編～うち
　わに筆と墨で絵をかこう」

菱沼陽土女 8.20 実篤記念館 31

 講座
　「もっと知りたい！～自由研究
　サポート」

事業団職員
協力ボランティ

ア

8/18・19
・１７・２４

実篤記念館 90

 講座
　「もっと知りたい！特別編～実
　篤公園の湧水調べ」

市職員 ８/６
実篤記念館
実篤公園

16

 講座
　「もっと知りたい！特別編～パ
　ソコンで実篤を調べよう」

事業団職員
ほか

８/１７･１８ 実篤記念館 3

　リレー講座
　「武者小路実篤　青春期の自
　己形成」（全２回）

生井知子
瀧田　浩

９/１７･２４ 東部公民館 延べ４１

　企画展
　「実篤愛蔵の逸品」展示解説

武者小路穣 １０/７
実篤記念館
展示室

6

実篤は，４０歳を過ぎてから絵筆をとり，野菜や花，自然の
美しさ，不思議さに感動し，それを一筆一筆心を込めて描
きました。　春の息吹を感じる書画を通して，実篤の自然
に対する心に触れていただく展示とした。

大 人  　　   94
子ども     　14
計    　　 10８
(３月分のみ)

平成19年3月27日
～４月２２日
（２５日間）

小・中学生を対象に，夏休みに自由研究をサポート。　具
体的には「ワークシートを利用した記念館や公園の探求」
や「実篤公園の植物を使った工作」，「実篤公園周辺の
動・植物，昆虫」，「調布の歴史」，「実篤や白樺派につい
て」などの調べ方，参考書のアドバイスを実施。

実篤公園の湧き水と池の水を採取し，試薬キットを使って
実験し，それぞれの特徴と違いを調べた。

内　　　　　　　容

  新しき村から贈られた記念館中庭の３本の梅の木から収
穫された実で，ジャム作りを体験。

　展示を見ながら，実篤の書画と画讃について解説。

　美術史の研究家として，また実篤に近く接した家族とし
て，「愛蔵の逸品」展を見ながら，作品の解説とそれらにま
つわるエピソードをお話しいただいた。

平成１９年２月１０日
 　　　　～３月２１日
（３４日間）

�（1）講座・講演会等活動

　武者小路実篤ら白樺派は，明治４３年の雑誌『白樺』創
刊時から西洋近代美術を意欲的に紹介し，中でもロダン
については，日本でいち早く紹介，これがきっかけでロダ
ン自身から３点のブロンズ作品が白樺同人に贈られまし
た。
　白樺ゆかりのロダン作品８点と資料の計２００点余りを通
して彼らの活動を改めて検証するとともに，美術作品を見
る喜びや楽しみを語ってきた白樺同人のロダン観を紹介
する展示とした。

小・中学生を対象に，実篤記念館の情報提供システムや
ホームページなどを利用して，実篤や記念館・公園につ
いて調べ，本物と見比べることを体験した。

　穏やかな老人の印象が強い実篤だが，若い日には自分
はどういう存在か，どんな道を歩むべきか，人一倍悩み，
迷っていた。そうした実篤の自己形成について，二人の講
師がそれぞれの視点から語った。
・第１回　「舞踏する心‐武者小路実篤のコンプレックスを
めぐって」
・第２回　「社会意識と恋愛感情‐青春期の日記を中心
に」

　夏休みの小・中学生を対象にした講座で，本文から製本
まで，３回の講座で，世界でたったひとつの自分の本を作
ることを経験。

実篤がよく描いたような野菜と花を，普段，あまり使わない
筆と墨で和紙に描き，実篤の描き方を体感。

実篤がよく描いたような野菜と花を，筆と墨でうちわに描
き，実篤の描き方を体感。

大 人     1,814
子ども     　166
計    　　 1,980

  実篤がよく描いた野菜や花を，日常なじみの少ない墨と
絵の具で描き，実篤がどのように描いていたかを体感。

3



　美術講座
　「仏像に親しむ」（2回連続）

事業団職員 １０/１２･１９
実篤記念館
東京国立
博物館

延べ４３

　製本講座（3回連続） 岡野暢夫
１１/１６・３０
１２/７

東部公民館 延べ３６

　実篤公園自然観察会
　「秋の植物たちの不思議を
　　観察しよう」

冨田　広 １１/１８
実篤公園
及び
周辺緑地

13

 　講座　「作ってみよう」 渡邉由美子 １２/２３
実篤公園
ほか

19

　朗読会「実篤を聴く」パート６
　　　　　　｢ロダンを謳う」

川和　孝 2.12
文化会館た
づくり映像シ
アター

104

　開館２０周年企画特別展
　　「白樺とロダン」展示解説

事業団職員 2.24 実篤記念館 43

　開館２０周年企画特別展
　　「白樺とロダン」記念講演会
　　　「『白樺』の西洋美術紹介」

木下　長宏 3.2

文化会館た
づくり

１２階大会議
場

74

　開館２０周年企画特別展
　　「白樺とロダン」キッズ・プロ
　　　　グラム（鑑賞教室）

事業団職員 3.10 実篤記念館 18

　春の自然観察会
　「早春の木々の芽吹きや花の
　　　様子を観察しよう」

冨田　広 3.11
実篤公園
及び
周辺緑地

17

　開館２０周年企画特別展
　「白樺とロダン」展示解説

事業団職員 3.17 実篤記念館 22

資　　料　　名　　 種　　　別 対　　　象 発　行　 部　　数

 没後３０年　心豊かに
　～実篤の画讃に生き方を学ぶ

　春の特別展　解説書 一般 平成1８年４月 2,000

 もっと知りたい 武者小路実篤 解説シート №7 一般・子ども 平成1８年7月 3,000

 もっと知りたい 武者小路実篤 解説シート №8 一般・子ども 平成1８年7月 3,000

 もっと知りたい 武者小路実篤 解説シート №9 一般・子ども 平成1８年7月 3,000

 もっと知りたい 武者小路実篤
解説シート　№22
・実篤と家族 １

一般・子ども 平成1８年８月 5,000

 もっと知りたい 武者小路実篤
解説シート　№23
・実篤と家族 2

一般・子ども 平成1８年８月 5,000

増刷

増刷

   実篤公園の植物を使って工作を楽しみ，自然に親しむ
講座。今回は，竹で花器やお正月に使う器などの小物を
作った。

　実篤の美術活動を学び，美術に親しむ講座。
愛蔵品の一つに木喰作「薬師如来坐像」があるが，木喰
の作品は仏像の一木造りの系譜に連なっている。
講師の講義と見学を通して，仏像への理解を深める講座
の入門編。
・第１回　実篤が愛した仏と一木造の仏像（講義）
・第２回　東京国立博物館「仏像 ～ 一木にこめられた祈
り」展（見学）

10月28日から12月３日まで開催する秋季展「本の美‐
岸田劉生装丁版画・挿絵から」に因み，本作りの基礎を学
びながら，手作りの本を完成させた。
・第１回　文庫本をハードカバーに製本
・第２回　平綴製本 ～ 大切に残したい記録を綴じる。
・第３回　和綴 ～ 昔からの製本の知恵を知る。

　実篤公園と周辺に残る雑木林を歩き，国分寺崖線の地
形と武蔵野の自然を体感。講師の解説で普段見逃しがち
な身近な自然の魅力を見直した。
　今回は，実篤も不思議に感じた自然の造形を，葉の作
り，紅葉する植物やしない植物，実の形や生り方，湧水の
周りの植物に注目して観察した。

　特別展「白樺とロダン」の展示を見ながら，白樺とロダン
の交流や作品や資料の見どころを中心に解説。

　白樺の西洋美術紹介という大きなテーマの中、白樺同
人」たちが紹介してきた西洋美術と彼らの活動の特色や
今日的意義を，画像などを採り入れ初心者にも分かりや
すく語られた。

　特別展「白樺とロダン」に展示してあるロダン作品を子ど
もたちにじっくり見てもらう鑑賞教室。ワークシート５点を作
成し，その中からロダン作品の鑑賞分の３点を使って講座
を進行した。

�（2）印刷物の編集

　特別展「白樺とロダン」に因んだ作品を朗読。実篤がロダ
ンの『接吻』に憧れをいだき執筆した戯曲「夢」をはじめ，
『白樺』創刊やロダン作品が贈られた経緯やその当時の
興奮を伝える作品を選定した。

　特別展「白樺とロダン」の展示を見ながら，白樺とロダン
の交流や作品や資料の見どころを中心に解説。

　実篤公園と周辺に残る雑木林を歩き，国分寺崖線の地
形と武蔵野の自然を体感。講師の解説で普段見逃しがち
な身近な自然の魅力を見直した。
　今回は，観察だけでなく食べられる植物，ハコベ，ノビ
ル，ムラサキ大根，ノカンゾウの若芽や根を摘み取り実際
に食べてみた。

増刷

備　　　考

有償頒布

4



 もっと知りたい 武者小路実篤
解説シート　№24
・実篤と家族 3

一般・子ども 平成1８年８月 5,000

 実篤記念館　館報 11号 一般 平成18年10月 3,000

 開館２０周年企画特別展
　　　「白樺とロダン」

　２０周年特別展　解説書 一般 平成1９年２月 2,000

 実篤記念館　館報 12号 一般 平成19年３月 3,000

実篤記念館
19年度　展示案内

年間日程表 一般・子ども 平成19年３月 20,000

学　　　校　　　名 内　　　　容 日　　　程 学　年 参加者数

調布市立第七中学校 職 場 体 験 9月20日~22日 2年生 3

調布市立神代中学校 職 場 体 験 11月28日~30日 2年生 6

調布市立第三中学校 職 場 訪 問 11月29日 1年生 22

　桐朋学園女子高等学校 職 場 体 験 12月13日 １年生 6

調布市立第八中学校 職 場 訪 問 平成19年1月24日 1年生 3

調布市立若葉小学校
美術鑑賞教室
「白樺とロダン展」

平成19年3月16日 5年生 90

（4）ボランティア事業

（延）

主　な　活　動　事　業 活動日数 参加人数

 収蔵資料整理作業 16 97

 広報資料発送作業 27 157

 開催事業補助作業 38 269

 植物ボランティア  記念館中庭等の草花植え込み作業等 17 87

 ボランティア研修会 17 173

 ボランティア会議 4 42

 その他 2 11

（計）　 121 836

研　　　　修　　　名 講　　　師 開催日 場　　所 参加者数

　視察研修会 事業団職員 11.28

清春白樺
美術館
山梨県立
美術館

23

　講座
　「視覚障害者ガイド」

長谷キヨ子
佐藤 忠子
森 多江子

12.21
実篤記念館
実篤公園

10

       ボランティア登録者�33人

 記念館刊行物・ポスター・チラシ等発送

��1.協力ボランティア活動

午前9時～午後3時

午前9時～午後3時

午前9時30分
～午後2時30分

有償頒布

�2.協力ボランティア�ステップアップ講座

�（3）学校教育との連携

　ボランティア活動をより充実したものとするため，年に１回
実施する講座。
今回は，近年障害のある方の行事への参加が増えてきて
いることから，視覚障害者への介助について，社会福祉
協議会の出前講座を依頼。

 収蔵資料，寄贈資料整理

内　　　　　　容

 記録撮影用旧邸清掃等，臨時作業

 ボランティア活動に関する打合せ

 展示解説，講演会研修参加

　協力ボランティア研修として，実篤や白樺派ゆかりの美
術館を訪ね，その活動への理解を深めるため，年１回実
施。
今回は，画廊主の個人が，実篤らが大正時代に提唱した
白樺美術館に共感して設立した清春白樺美術館と，バル
ビゾン派の絵画のコレクションを持つ山梨県立美術館を訪
問。

 講座，講演会等の受付，会場整理

時　　　間

内　　　　　　　容

5



事　　業　　名 開催日・会場 連携･協力団体 参加者数

 文学コンサートｉｎ実篤記念館
４月１５日
実篤記念館

桐朋学園大学
音楽学部

72

　友の会　「観梅のつどい」
　　　　コンサート・交流会

２月１８日
実篤記念館
　・東部公民館

桐朋学園大学
　音楽学部

邦楽アンサンブル
花筏

コンサート
94
交流会
35

資　　料　　区　　分 寄　　贈　　(点) 購　　入　　(点)

　図書・雑誌 405 159

　関連作品・資料 15 0

計 420 159 579

　武者小路実篤作品2点 ・「心」、「この道」（紙本墨書・軸装）

　他者作品2点 ・高村光太郎「鐘になるのを~」（短冊・軸装）/松本長十郎「花」（紙本墨画淡彩・額装）

　武者小路実篤原稿　1点 ・武者小路実篤「花咲爺」原稿（冒頭）

　写真フィルム　　　　13点 ・撮影フイルムのうち、貴重写真のフィルムを複製

　記録撮影             　　　１件・「朗読会」（平成19年2月12日開催）

　映像資料制作         １件 ・「この道~村内会員　瀬下四郎」

　映像資料編集       　１件 ・「武者小路実篤　終の住み処」

資　　料　　種　　別 件　　　　数 点　　　　数

 作品・資料 3 63

 写真資料 25 124

計 28 187

�（2）修復��

�（3）複製

�（4）映像

　市民の参加も得て,記念館中庭の‘新しき
村’から贈られた３本の梅の花を眺めながら,
邦楽と洋楽の共演コンサートを楽しんだ後,
実篤公園の池に錦鯉５尾と虹鱒１６尾を放
流、その後、東部公民館で会員の交流会を
開催。

15

�（1）資料収集

 3�資料収集・資料管理業務

�（5）資料貸出

合　　　計　　(点)　 備　　　考

（5）地域連携事業

備　　　　　　　　　　　　　　　　考

　　印刷物・展示用

　実篤が大正七年に創設した新しき村で
は，労働の傍ら音楽を楽しんだ。当時の彼
らが親しんだ曲を，トークを交えて演奏。

事　　業　　内　　容

564

6





単位：円

Ⅰ　増加の部

１　資産増加額

①当期収支差額 128,835

128,835

２　負債減少額 0

増加額合計 128,835

Ⅱ　減少の部

１　資産減少額

①当期収支差額 0 0

２　負債増加額 0

減少額合計 0

当期正味財産増加額 128,835

前期繰越正味財産額 4,663,558

期末正味財産合計額 4,792,393

科　　　　目 金　　　　額

正味財産増減計算書
平成１８年　４月　１日　から

平成１９年　３月３１日　まで



単位：円

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金

現金 0

普通預金

三井住友銀行 つつじヶ丘支店（決済用預金） 10,538,033

三井住友銀行 つつじヶ丘支店 128,835

定期預金

三井住友銀行 つつじヶ丘支店 4,663,558

流動資産合計 15,330,426

２　固定資産 0 0

資産合計 15,330,426

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

未払金 8,090,602

事業費支出　37件 6,662,743

管理費支出　11件 1,427,859

未払費用 2,034,025

事業費支出　2件 5,090

管理費支出　12件 2,028,935

預り金 市への返還金 413,406

流動負債合計 10,538,033

２　固定負債 0 0

負債合計 10,538,033

正味財産 4,792,393

科　　　　目 金　　　　額

財　産　目　録
平成１９年　３月３１日　現在



財務諸表に対する注記

１．重要な会計方針

（1）消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税込方式によっている。



貸　借　対　照　表

平成１9年３月３１日　現在
（単位：円）

金 額 金 額

Ⅰ　流動資産 ［ 15,330,426 ］ Ⅰ　流動負債 ［ 10,538,033 ］

現金 0 未払金 8,090,602

普通預金 10,666,868 未払費用 2,034,025

定期預金 4,663,558 預り金 413,406

 

10,538,033

Ⅰ　基本金正味財産 ［ 4,792,393 ］

4,792,393

15,330,426 15,330,426

資産の部 負債の部

正味財産の部

負 債 合 計

正 味 財 産 合 計

資 産 合 計 負債・正味財産合計

科 目科 目




